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熊本医療センターが担う
役割について

平成３０年３月５日
国立病院機構熊本医療センター

院長 高橋 毅

資料２－２



１ 現状と課題
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【自施設の現状と課題】
当院の基本理念
最新の知識・医療技術と礼節をもって、良質で安全な医療を提供します。

当院の運営方針
１．良質で安全な医療の提供
２．政策医療の推進
３．医療連携と救急医療の推進
４．教育・研修・臨床研究の推進
５．国際医療協力の推進
６．健全経営

当院の特徴 ４機能のうち高度急性期が中心
当院の主な機能
救命救急センター（救急告示病院、病院群輪番制病院）、災害拠点病院（地域
災害医療センター）、地域がん診療連携拠点病院、精神科救急医療施設、開放
型病院、地域医療支援病院、へき地中核病院、臨床研修指定病院、臨床修練指
定病院、エイズ拠点病院、骨髄移植実施施設、国際医療協力基幹施設、熊本県
地域救急医療体制支援病院、臓器提供施設
医療法承認病床数
総数 ５５０床 うち一般病床５００床、精神病床５０床



２ 今後の方針

3

【地域において今後担うべき役割】

【２４時間３６５日断らない救急医療】
県内における３次救急医療と、地域の医療機関からのご紹

介に対し迅速で高度な救急医療を提供いたします。

【身体合併症を中心とした精神科救急医療】
精神疾患をお持ちの患者さまの身体合併症に対応していま

す。また、自殺企図および自傷行為に対しても、リエゾン
チームを中心にメンタルケアさせていただきます。

【政策医療ネットワーク専門医療施設】
国の政策医療として、がん、循環器、精神、感覚器、血

液・造血器の専門医療を提供しています。



３ 具体的な計画
(1)今後提供する医療機能に関する事項
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病床機能 2017年(平成29年) 2023年(平成35年) 2025年(平成37年)

高度急性期 ５００床 ５００床 ５００床

急性期

回復期

慢性期

その他

合 計 ５００床 ５００床 ５００床

単位：床

【①４機能ごとの病床のあり方 その１】

なお、精神病床として、別に５０床有しておりますが、2023年、2025年での精
神病床数の増減は考えておりません。



３ 具体的な計画
(1)今後提供する医療機能に関する事項
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【①４機能ごとの病床のあり方 その２】

 救命救急センター、精神科救急医療病院、熊本県地域救
急医療体制支援病院として役目を担い、今後も全県下より
24時間365日救急患者を受け入れてまいります。

 熊本県防災消防ヘリコプター「ひばり」の支援病院とし
て365日フライトドクターが常駐し、集中治療を要する重篤
な患者さまを受け入れてまいります。

 救急からの入院患者数が全入院患者の半数以上を占め、
満床状態が常態化していますが、早期の転院をさらに推進
し、空床の確保に全力を注ぎます。



３ 具体的な計画
(1)今後提供する医療機能に関する事項
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【①４機能ごとの病床のあり方 その３】

2023年、2025年の病床機能見直しはございません。



３ 具体的な計画
(1)今後提供する医療機能に関する事項
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現時点
(３０年３月時点)

2025年 理由・方策

維持

内科、腎臓内科、血液内科、腫瘍内科、
糖尿病・内分泌内科、呼吸器内科、消
化器内科、循環器内科、神経内科、外
科、頭頸部外科、呼吸器外科、心臓血
管外科、脳神経外科、小児外科、整形
外科、形成外科、精神科、リウマチ科、
小児科、皮膚科、泌尿器科、産婦人科、
眼科、耳鼻いんこう科、リハビリテー
ション科、放射線科、病理診断科、救
急科、麻酔科、歯科、歯科口腔外科、
放射線治療科（３３診療科）

新設
総合診療科
（３４診療科）

診療科の特定できない患者様の診療を
行うため、院内標榜科として行ってお
りますが、医療法上での届出が現時点
では出来ませんので、可能となった時
点で届出を行う予定としております。

廃止

変更・統合

【②診療科の見直し】



３ 具体的な計画
(2)数値目標
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現時点( ３０年 １月時点) 2025年

①病床稼働率 １００．５％ 現状維持

②紹介率 ９３．０％ 現状維持

③逆紹介率 １１４．３％ 現状維持



３ 具体的な計画
(3)数値目標の達成に向けた取組みと課題
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【取組みと課題】

 がん診療では、できるだけ低侵襲な内視鏡手術、家から
通える外来化学療法、ピンポイントな放射線治療、さらに
これらの治療を組み合わせて、できるだけ患者さまが通院
で治療を受けられるよう取り組みます。

 今年末に竣工予定の「総合がん治療センター」では、化
学療法センター、がん相談支援センター、緩和ケアセン
ターが設置され、がん患者さまができるだけ外来で治療を
受けられるようチームで支援してまいります。

 同じく竣工予定の「日帰り手術センター」では、可能な
限り外来で手術を受けられるよう支援してまいります。

高度急性期病床の空床確保に向けて、次のような取り組みを
行います。



４ その他特記事項

10

今後も「24時間365日、断らない救急医療」をスローガン
に、救急車・救急ヘリの受入れはもちろん、ご紹介いただ
いた患者さまへの、正確な診断と迅速な治療を心がけ、高
度急性期病院としての責務を果たしてまいります。

今回の工事により拡張する救急外来では、初療ゾーンが充
実いたします。初療で安定化された患者さまは、救急外来
から直接、地域の２次救急医療機関へご紹介し、空床の確
保に努めてまいります。

救命救急センターでは、病病連携をさらに強化し、回復期
医療機関への早期転院を促進し、空床の確保に努めてまり
ます。

【救急医療と空床確保】


